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　アルミナの主成分であるAlの地殻における存在度は、8.23%（Si：28.15%、Ca：4.15%、Mg：2.33%）で、
高温酸化物構成元素としてはSiに次いで多量に存在するため、アルミナは入手が容易であり、2045℃と高融
点で水和せず安定であること、人体に対して無害であることなどの特性により各種工業材料として広範に利
用され、耐火物においても主要な成分となっています。
　アルミナの耐火物への応用について体系的にまとめられた書籍が少ないことから、耐火物製造企業や使用
企業などの技術者や研究者により、まとめられた書籍であり日本の耐火物技術の蓄積を図り、新たな耐火物
の開発の指針となるよう現在の最新技術も含めて、日本の高温工業や耐火物製造企業の発展に貢献できる内
容となっています。
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